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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
平成25年２月13日に提出いたしました第８期第３四半期(自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31日)四半
期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告
書を提出するものであります。
 
２ 【訂正事項】
第一部　【企業情報】

　　　第２　【事業の状況】
　　　　１　【事業等のリスク】
 
３ 【訂正箇所】
訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部　【企業情報】
　第２　【事業の状況】
　　１　【事業等のリスク】
 

（訂正前）

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、下記事項を除き重要な

変更はありません。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グ

ループが判断したものであります。

　

継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、前々連結会計年度において833百万円の営業損失を計上し、前連結会計年度においても

1,231百万円の営業損失を計上しておりましたため、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事

象又は状況が存在しているものと認識しておりましたが、「第２　事業の状況　３財政状態、経営成績及び

経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(4)重要事象等について」に記載のとおり、当第３四半期

連結会計期間において営業損益が大幅に改善したことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認

められないと判断しております。

 
（訂正後）

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、下記事項を除き重要な

変更はありません。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グ

ループが判断したものであります。

　

継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、前々連結会計年度において833百万円の営業損失を計上し、前連結会計年度においても

1,231百万円の営業損失を計上しておりました。

当該状況により、当社グループには継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状

況が存在しているものと認識し、当該状況を解消すべく、財務体質の改善及び収益の向上に努めてまいり

ました。

この結果、「第２　事業の状況　３財政状態、経営成績及び経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析　(4)重要事象等について」に記載のとおり、当第３四半期連結会計期間において営業損益が大幅に改善

し、黒字化したこと等から、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせる状況は解消されたものと判

断いたしました。
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